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「天
球
の
回
転
に
つ
い
て
」
(
-
五
四
三
）

十
五
世
紀
中
頃
に
J

・
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
が

活
版
印
刷
技
術
を
発
明
し
て
以
来
、
こ
れ
ま
で

世
界
で
は
一
億
五

0
0
0
万
種
の
書
籍
が
発
刊

さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち

『聖
書
」
の
六
0
億
部
、

『毛
主
席
語
録
』
の
九

億
部
、

『
コ
ー
ラ
ン
」
の
八
億
部
が
発
行
部
数

の
歴
代
上
位
三
位
で
あ
り
、
宗
教
の
威
力
を
誇

示
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
比
較
す
れ
ば
部
数
は

わ
ず
か
で
あ
る
が
、
世
界
に
多
大
な
影
響
を
も

た
ら
し
た
科
学
分
野
の
書
籍
が
あ
る
。

太
陽
や
星
空
の
移
動
を
観
察
す
れ
ば
、
地
球

を
中
心
に
宇
宙
が
回
転
し
て
い
る
と
想
像
す
る

の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の

ア
リ
ス
タ
ル
コ
ス
は
紀
元
前
三
世
紀
に
「
宇
宙

の
中
心
に
太
陽
が
あ
り
、
地
球
な
ど
惑
星
は
太

陽
の
周
囲
を
回
転
し
て
い
る
」
と
い
う
地
動
説

を
発
表
し
て
い
た
。
こ
れ
を
明
確
に
し
た
の
が

一
八

0
0
年
後
に
出
版
さ
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

天
文
学
者
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス

の

『天
球
の
回
転
に
つ
い
て
」
で
あ
る
（
図
1
)
。

物
事
の
見
方
が
反
転
す
る
こ
と
を
「
コ
ペ
ル

ニ
ク
ス
的
転
回
」
と
表
現
す
る
が
、
当
時
は
二

世
紀
の
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
の
天
文
学
者
C
.

プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
の
著
書

「
ア
ル
マ
ゲ
ス
ト
」

に
よ
る
天
動
説
が
全
盛
で
、
そ
れ
を
逆
転
さ
せ

る
内
容
で
あ
っ
た
た
め
に
登
場
し
た
言
葉
で
あ

る
。
草
稿
は
一
五
三

0
年
代
に
完
成
し
て
い
た

が
、
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
は
司
祭
で
も
あ
っ
た
た
め

教
会
に
配
慮
し
て
印
刷
を
た
め
ら
い
、
出
版
は

一
五
四
三
年
に
死
亡
す
る
直
前
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
一
旦
突
破
さ
れ
る
と
次
々
と
地
動

説
を
解
明
す
る
書
物
が
登
場
し
、
ド
イ
ツ
の
天

文
学
者
ヨ
ハ
ネ
ス

・
ケ
プ
ラ
ー
は
惑
星
が
太
陽

の
周
囲
を
回
転
す
る
軌
道
は
真
円
で
は
な
く
楕

円
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る

『新
天
文
学
」
（一

六
0
九
）
を
刊
行
し
、

ガ
リ
レ
オ

・
ガ
リ
レ
イ

は
地
動
説
を
紹
介
す
る

『天
文
対
話
』
(
-
六

三
二
）
を
刊
行
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
著
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図l 『天球の回転について』
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一
六
六
五
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
ロ
ン
ド
ン

で
ペ
ス
ト
が
流
行
、
市
内
の
人
口
の
二
五
％
が

死
亡
し
た
。
さ
ら
に
疫
病
が
終
焉
し
は
じ
め
た

一
六
六
六
年
九
月
に
大
火
が
発
生
し
て
市
街
の

八
五
％
が
焼
失
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
二
大
災

害
は
科
学
に
は
多
大
の
貢
献
を
し
た
。
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
大
学
で
勉
強
し
て
い
た
ア
イ
ザ
ッ
ク
・

ニ
ュ
ー
ト
ン
は
ペ
ス
ト
に
よ
り
大
学
が
閉
鎖
さ

れ
た
た
め
、
ロ
ン
ド
ン
の
一
七

0
キ
ロ
北
側
の

ウ
ー
ル
ス
ソ
ー
プ
の
生
家
に
疎
開
し
た
。

現
在
も
保
存
さ
れ
て
い
る
生
家
の
庭
園
に
は

引
力
の
法
則
の
発
見
に
貢
献
し
た
有
名
な
リ
ン

ゴ
の
大
木
も
保
存
さ
れ
て
い
る
。
約
二
年
間
の

疎
開
の
期
間
に
ニ
ュ
ー
ト
ン
は
「
万
有
引
力
の

法
則
」
「
光
の
分
析
」
「
微
分
積
分
の
計
算
方
法
」

と
い
う
三
大
発
見
を
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
業

績
を
集
約
し
た
一
＿
一
巻
か
ら
な
る
ラ
テ
ン
語
の
書

籟
が

「プ
リ
ン
キ
ピ
ア
』
（
正
式
頴
名

『自
然
哲

学
の
数
学
的
諸
原
理
」
）
で
あ
り
、
四
十
五
歳
に

な
っ
た
一
六
八
七
年
に
発
行
さ
れ
た
（
図
2
)
。

第
一
巻
は
「
真
空
状
態
で
の
物
体
の
運
動
法

則
」
。
第
二
巻
は

「
抵
抗
の
あ
る
媒
質
内
部
で

の
物
体
の
運
動
法
則
」
、
第
三
巻
は
「
現
実
の

ヲ

リ
ン
キ
ピ
ア
」
(
-
六
八
七
）

作
は
宗
教
裁
判
に
よ
っ
て
禁
書
と
な
り
、

レ
オ
が
軟
禁
さ
れ
る
原
因
と
も
な
っ
た
。

ガ
リ

「自
然
の
体
系
」
(
-
七
三
五
）

宇
宙
で
の
物
体
の
位
置
の
万
有
引
力
の
法
則
に

よ
る
説
明
」
と
な
っ
て
い
る
。
当
時
の
科
学
知

識
で
は
離
れ
た
位
置
に
あ
る
二
個
の
物
体
に
作

用
す
る
引
力
と
い
う
概
念
は
、
著
名
な
学
者
C

・
ホ
イ
ヘ
ン
ス
で
さ
え
オ
カ
ル
ト
で
あ
る
と
批

判
し
た
ほ
ど
で
あ
る
が
、
実
際
は
新
規
の
学
問

分
野
を
開
拓
し
た
傑
作
で
あ
っ
た
。

地
球
に
は
三

0
0
0
万
種
か
ら
五

0
0
0
万

種
に
も
な
る
動
物
と
植
物
が
生
息
し
て
い
る
と

推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
人
間
が
発
見
し

て
名
前
を
付
与
し
た
生
物
は
約
一
八

0
万
種
で
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囮3 『自然の体系』

あ
る
。
し
か
し
世
界
各
地
で
馴
染
み
の
あ
る
生

物
は
、
一
例
と
し
て

「
ツ
バ
メ
」
は
英
語
で
「
ス

ワ
ロ
ー
」
、
ド
イ
ツ
語
で
「
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ベ
」
、

フ
ラ
ン
ス
語
で
「
イ
ロ
ン
デ
ル
」
な
ど
様
々
に

表
現
さ
れ
る
。
日
常
生
活
で
不
便
は
な
い
も
の

の
、
学
問
の
世
界
で
は
不
便
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
世
界
共
通
の
名
前
を
制
定
し
よ
う
と

い
う
大
胆
な
構
想
を
実
現
し
た
学
者
が
登
場
し

た
。

一
七

0
七
年
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
誕
生
し

た
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン

・
リ
ン
ネ
で
、
最
初
は
医

学
博
士
に
な
る
が
、
当
時
は
世
界
各
地
か
ら

様
々
な
生
物
や
鉱
物
が
到
来
す
る
時
代
で
あ

っ

た
た
め
、
そ
れ
ら
を
分
類
す
る
作
業
を
開
始
し

た
。
一
七
三
五
年
に
、
そ
の
成
果
を
一
四
ペ
ー
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「思
考
法
則
の
研
究
」
(
-
八
五
四
）

ジ
の
大
判
の
冊
子

『自
然
の
体
系
（
シ
ス
テ
マ

・
ナ
ト
ゥ
レ
）」
と
し
て
発
行
し
た

（図
3
)。

生
物
は
「
界
・
門
・
綱
・
目
・
科
・
属
・

種
」
と
い
う
順
番
で
細
分
さ
れ
る
が
、
そ
の

「属
」
を
当
時
の
科
学
の
共
通
言
語
で
あ

っ
た

ラ
テ
ン
語
の
大
文
字
で
、
「
種
」
を
小
文
字
で

表
記
す
る
方
法
を
提
案
し
た
。

一
例
と
し
て
ラ

イ
オ
ン
は
「
Panthera
leo」
と
な
る
。
リ
ン

ネ
は
次
々
と
対
象
を
拡
大
し
て
命
名
し
、
生
前

の
最
後
に
発
刊
さ
れ
た
第
―
二
版

(
-
七
六

八
）
で
は
五

0
0
0種
近
い
生
物
が
列
記
さ
れ
、

現
在
の
分
類
の
基
礎
と
な

っ
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
現
在
の
よ
う

な
電
子
回
路
で
は
な
く
機
械
装
置
で
構
築
し
よ

う
と
し
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
の
数
学
者
C
・
バ
ベ

ッ
ジ
で
、

一
八
二

0
年
代
に
多
数
の
歯
車
で
構

成
さ
れ
る
巨
大
な
計
算
機
械
を
試
作
し
た
。
し

か
し
当
時
の
技
術
の
精
度
で
は
完
成
で
き
ず
、

試
作
さ
れ
た
機
械
の

一
部
が
ロ
ン
ド
ン
の
サ
イ

エ
ン
ス
・
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
に
展
示
さ
れ
て
い
る

が
、
原
理
は
デ
ジ
タ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
—

夕
と
類

似
し
て
い
る
。

そ
れ
よ
り
三

0
年
後
に
、
論
理
学
を
数
式
で

解
決
す
る
方
法
を
研
究
し
て
論
文
を
発
表
し
た

人
物
が
イ
ギ
リ
ス
に
登
場
し
た
。

一
八

一
五
年
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図4 『思考の法則』

に
イ
ギ
リ
ス
の
地
方
都
市
に
誕
生
し
、

一
八
四

九
年
に
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ク
イ
ー
ン
ズ

・
カ

レ
ッ
ジ
の
数
学
教
授
に
就
任
し
た
ジ
ョ
ー
ジ
・

ブ
ー
ル
で、

一
八
四
七
年
に

『論
理
学
の
数
学

的
分
析
」
、
一
八
五
四
年
に

「論
理
と
確
率
の

数
学
的
理
論
の
基
礎
と
な
る
思
考
法
則
の
研

究
」

（図
4
)
と
い
う
書
籍
を
発
表
し
た
。

そ
こ
で
は
論
理
学
の

「す
べ
て
の

X
は
Y
で

あ
る
」
「
あ
る
X
は
Y
で
は
な
い
」
な
ど
の
命

題
を
数
式
で
表
現
す
る
方
法
を
提
案
し
た
。
こ

れ
は
ブ
ー
ル
代
数
と
名
付
け
ら
れ
た
が
、
一
七

0
年
以
上
前
の
当
時
は
利
用
方
法
も
な
く
注
目

さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。．
と
こ
ろ
が
デ
ジ
タ

「
ロ
ウ
ソ
ク
の
科
学
」
(
-
八
六
＿
）

ル

・
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
が
製
造
さ
れ
る
時
代
に
な

っ
て
、
回
路
設
計
に
ブ
ー
ル
代
数
が
利
用
可
能

だ
と
判
明
し
、
大
学
の
授
業
の
教
材
に
な
る
ほ

ど
注
目
さ
れ
る
内
容
と
な

っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
で
一
七
九
九
年
に
「
王
立
研
究

所
」
と
い
う
研
究
組
織
が
創
設
さ
れ
た
。
科
学

の
普
及
を
重
要
な
目
的
に
し
、
有
名
な
H
・
キ

ャ
ベ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
が
創
設
に
努
力
し
た

組
織
で
あ
る
。
こ
の
研
究
所
の
研
究
者
で
あ

っ

た
H
・
デ
ー
ビ
ー
の
助
手
と
し
て

一
八

一
三
年

に
採
用
さ
れ
た
の
が

マ
イ
ケ
ル

・
フ
ァ
ラ
デ
ー

で
、
正
規
の
教
育
を
享
受
す
る
機
会
は
な
か

っ

た
が
大
変
に
有
能
で
、
次
第
に
能
力
を
発
揮
す

る
よ
う
に
な

っ
た
。

そ
の
結
果
、
フ
ァ
ラ
デ
ー
は

一
八
二
五
年
に

研
究
室
長
に
抜
擢
さ
れ
、
子
供
時
代
に
十
分
な

教
育
を
享
受
で
き
な
か

っ
た
自
身
の
経
験
か
ら
、

早
速
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
時
期
に
有
名
な
学
者
が

子
供
に
科
学
の
講
義
を
す
る

「ク
リ
ス
マ
ス
講

義
」
を
開
始
し
た
。
正
式
名
称
「
少
年
少
女
の

た
め
の
ク
リ
ス
マ
ス
講
義
」
が
意
図
を
明
示
し

て
い
る
。
こ
れ
は
現
在
も
継
続
し
て
お
り
、
何

人
も
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
も
講
演
を
し
て
い

る
格
式
の
あ
る
行
事
に
な

っ
て
い
る
。

フ
ァ
ラ
デ
ー
も
一
八
二
七
年
以
後
、

何
回
も
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一
八
七
三
年
に
発
明
さ
れ
、

「沈
黙
の
春
」

(
-
九
六
二
）

一
九
三
九
年
に

講
義
を
し
て
い
る
が
、
一
八
五
一
年
か
ら
六

0

年
ま
で
は
一

0
年
間
連
続
し
て
担
当
し
た
（
図

5
)
。
最
後
の
一
八
六

0
年
は
ロ
ウ
ソ
ク
を
頼

材
に
し
て
燃
焼
と
い
う
現
象
を
物
理
や
化
学
の

視
点
か
ら
実
験
を
し
な
が
ら
説
明
し
た
が
、
聴

講
し
て
感
動
し
た
化
学
雑
誌
の
編
集
者

w
．
ク

ル
ッ
ク
ス
が
翌
年

「
ロ
ウ
ソ
ク
の
科
学
」
と
し

て
出
版
し
た
。
現
在
で
も
岩
波
文
庫
で
入
手
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

図5ファラデーのクリスマス講義 (1856)

囮6レイチェル・カーソン

殺
虫
効
果
が
発
見
さ
れ
た
D
D
T
は
ア
メ
リ
カ

で
大
量
生
産
さ
れ
、
害
虫
駆
除
の
た
め
大
羅
に

散
布
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
ア
メ
リ
カ
の
地

方
都
市
で
D
D
T
に
汚
染
さ
れ
た
ミ
ミ
ズ
を
工

サ
に
す
る
コ
マ
ド
リ
が
大
景
に
死
亡
し
て
い
る

こ
と
を
発
見
し
た
生
物
学
者
レ
イ
チ
ェ
ル

・
カ

ー
ソ
ン

（図
6
)
は
D
D

T
が
烏
類
や
魚
類
だ

け
で
は
な
く
、
人
間
に
も
有
害
で
あ
る
こ
と
を

警
告
す
る

「沈
黙
の
春
」
を
出
版
し
た
。

一
九
六
二
年
に
出
版
さ
れ
、
半
年
で
五

0
万

部
が
発
行
さ
れ
る
ほ
ど
の
話
題
に
な
り
、
農
薬

の
マ
イ
ナ
ス
効
果
が
社
会
に
浸
透
す
る
契
機
と

な
っ
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
が
調
査
を
命
令
し
、

一
九
七
二
年
に
は
ア
メ
リ
カ
で
D
D
T
の
使
用

が
禁
止
に
な
っ
た
。
ど
の
よ
う
な
社
会
問
題
に

も
利
害
関
係
は
あ
り
、
製
薬
会
社
は
発
展
途
上

諸
国
な
ど
で
マ
ラ
リ
ア
に
よ
る
死
亡
が
増
加
す

る
と
反
対
し
た
が
、
マ
ラ
チ
オ
ン
の
散
布
に
よ

っ
て
マ
ラ
リ
ア
の
感
染
は
阻
止
さ
れ
た
。

現
在
、
環
境
問
題
は
地
球
全
体
の
気
温
上
昇

が
中
心
課
顆
で
あ
る
が
、
当
時
は
自
然
環
境
の

破
壊
が
主
要
な
課
題
で
あ
り
、
カ
ー
ソ
ン
の
著

書
の
効
果
も
あ
っ
て

一
九
七
二
年
に
は
「
オ
ン

リ
ー
・
ワ
ン
・
ア
ー
ス
（
か
け
が
え
の
な
い
地

球
）
」
を
標
語
と
す
る
国
際
連
合
人
間
環
境
会

議
が
開
催
さ
れ
、
世
界
は
変
化
し
は
じ
め
た
。

残
念
な
こ
と
に
カ
ー
ソ
ン
は
出
版
の
二
年
後
に

ガ
ン
で
死
亡
し
た
が
、
一
冊
の
書
物
で
世
界
の

方
向
を
転
換
し
た
偉
大
な
学
者
で
あ
っ
た
。

こ
こ
ま
で
六
冊
を
紹
介
し
た
が
、
人
間
が
文

字
で
記
録
を
開
始
し
て
以
来
、
世
界
を
変
革
し

た
書
物
は
無
数
に
あ
る
。
前
号
で
紹
介
し
た
C

・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の

『種
の
起
源
j

や
A
・
ウ
ェ

ゲ
ナ
ー
の
「
大
陸
と
海
洋
の
起
源
」
も
そ
の

一

冊
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
の

「自
分
は
数
個
の

綺
麗
な
貝
殻
を
発
見
し
た
だ
け
で
あ
る
が
、
眼

前
に
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
真
理
の
大
海
が
存

在
す
る
」
と
い
う
晩
年
の
言
葉
が
象
徴
す
る
よ

う
に
、
発
見
す
べ
き
貝
殻
は
膨
大
で
あ
る
。
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